
ね
ぎ
ぼ
う
ず
の
中
の
ホ
タ
ル

こ
れ
は
私
の
記
憶
の
中
の
蛍
。

飄
々
と
得
に
も
な
ら
な
い
野
良
仕
事

に
出
か
け
る
お
祖
父
さ
ん
が
、
暗
く

な
っ
て
戻
り
、
ね
ぎ
ぼ
う
ず
の
中
に

入
れ
た
蛍
を
小
学
校
低
学
年
だ
っ
た
私
に
く
れ
た
の
で
す
。

ど
ん
な
光
を
放
っ
た
の
か
憶
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
懐
か
し

く
嬉
し
い
想
い
出
と
な
っ
て
残
っ
て
い
ま
す
。

日
韓
大
河
ド
ラ
マ
の
違
い
に
思
う
こ
と

今
、
三
重
Ｔ
Ｖ
で
再
放
映
し
て
い
る
「
ホ
ジ
ュ
ン
」
を

見
て
彼
我
の
差
を
実
感
し
ま
す
。
日
本
の
戦
国
時
代
と
同

時
期
に
生
き
た
彼
は
、
身
分
が
低
く
妾
の
子
で
あ
り
な
が

ら
、
医
術
に
精
進
し
国
王
の
主

治
医
に
ま
で
登
り
つ
め
ま
し
た
。

し
か
し
そ
れ
に
止
ま
ら
ず
、
手

に
入
れ
や
す
い
国
内
に
薬
剤
を

探
し
、
一
部
の
独
占
的
知
識
だ

っ
た
医
学
を
、「
東
宝
医
鑑
」
に

ま
と
め
て
普
遍
化
し
た
の
で
す
。

Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
も
、
そ
の
信
念
の

生
涯
が
描
か
れ
ま
す
が
、
立
身
出

世
と
庶
民
の
命
と
ど
ち
ら
が
大
切

か
、
常
に
問
わ
れ
る
内
容
に
な
っ

て
い
ま
す
。
朝
鮮
に
侵
略
し
た
豊

臣
秀
吉
を
描
く
日
本
の
大
河
ド
ラ
マ
と
、
庶
民
の
命
の
取

り
扱
い
は
随
分
と
差
が
あ
り
ま
す
。「
お
し
ん
」
を
作
っ
た

時
の
気
持
と
は
、
日
本
も
遠
く
な
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
。

【
引
用
】
ホ
ジ
ュ
ン
が
生
涯
の
師
と
す
る
ユ
・
ウ
ィ
テ
は
、

医
員
に
は
８
種
が
あ
る
と
常
に
諭
し
、
自
ら
も
律
し
た
。

そ
の
第
一
は
「
心
医
」
だ
。
患
者
を
心
か
ら
い
た
わ
る
医
員

で
あ
り
、
患
者
は
そ
の
目
を
み
る
だ
け
で
心
の
安
ら
ぎ
を
感
じ

る
と
言
う
。
第
二
は
「
食
医
」。
技
術
は
あ
る
が
、
患
者
に
対
す

る
思
い
や
り
に
欠
け
る
医
員
。
第
三
は
「
薬
医
」。
患
者
を
診
る

の
で
は
な
く
、
患
者
の
言
葉
だ
け
を
頼
り
に
薬
を
処
方
す
る
医

員
。
第
四
は
「
昏
医
（
こ
ん
い
）」。
第
五
は
「
狂
医
（
き
ょ
う

い
）」。
第
六
は
「
妄
医
（
も
う
い
）」。
第
七
は
「
詐
医
（
さ
い
）」。

そ
し
て
第
八
は
「
殺
医
（
さ
つ
い
）」。

「
ホ
ス
ピ
ス
・
在
宅
ケ
ア
研
究
会
」
の
言
葉
か
ら

７
・
７
「
認
知
症
は

い
ま
」
講
演
会
の
言
葉
か
ら

こ
の
二
つ
の
会
の
報
告
は
、
次
号
に
ま
わ
し
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｂ
Ｓ
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
で
竹
内
浩
三
を
特
集

７
月
２
２
日
（
日
）
１
９
時
～
２
０
時
半

竹
内
浩
三
。
大
正
１
０
年
伊
勢
市
に
生
ま
れ
た
竹
内
は
、
映
画
監
督
を
夢
見
て

日
本
大
学
専
門
部
（
現
芸
術
学
部
）
映
画
科
に
進
学
し
た
が
、
在
籍
中
に
召
集

さ
れ
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
戦
死
し
た
。
竹
内
は
、
中
学
時
代
か
ら
書
き
綴
っ
た
詩
や

漫
画
、
入
隊
し
て
か
ら
の
日
記
を
書
き
残
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
も
の
か
ら
浮

か
び
上
が
っ
て
く
る
の
は
、
繊
細
で
、
デ
リ
ケ
ー
ト
な
感
性
を
持
ち
、
傷
つ
き

や
す
い
若
者
の
姿
。
竹
内
は
か
っ
こ
う
よ
く
な
い
。
弱
虫
で
、
い
じ
め
ら
れ
て

ば
か
り
で
生
き
つ
つ
も
、
夢
を
追
い
、
恋
を
し
、
破
れ
、
嘆
き
、
戦
争
に
怯
え
、

し
か
し
そ
れ
に
逆
ら
え
ず
戦
争
に
行
っ
た
。
そ
の
姿
は
、
現
代
の
若
者
に
重
な

り
合
い
、
多
く
の
人
々
に
共
感
を
広
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
青
春
は
戦
争

に
よ
っ
て
終
わ
っ
た
。【

番
組
紹
介
よ
り
引
用

】

南
勢
地
域
緩
和
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ご
紹
介 
 

７
月
２
６
日
（
木
）
１
８
時
４
０
分
か
ら

「
丸
二
ホ
テ
ル
伊
勢
」
１
階
（
医
療
介
護
関
係
者
向
け
）

当
院
の
訪
問
看
護
師
の
報
告
も
あ
り
ま
す
。

「
頑
固
さ
に
寄
り
添
っ
て

在
宅
で
看
取
っ
た
４
ヶ
月
」

三
好
春
樹
氏
の
介
護
の
特
別
講
演
会
の
ご
紹
介 

 

８
月
１
１
日
（
土
）
１
４
時
か
ら
１
６
時
半

「
ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の
」
に
て
（
申
込
み
要
）

連
絡
先
：
電
フ
ァ
ク
ス

２
０
・
５
２
７
７

西
山
方

若
い
医
師
の
在
宅
医
療
の
研
修
に
つ
い
て

伊
勢
総
合
病
院
の
研
修
医
の
先
生
が
、
訪
問
に
同
行
し
ま
す
。

御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

夏
季
の
臨
時
休
業
で
す

８
月
１
２
日
（
日
）
日
曜

休
院

８
月
１
３
日
（
月
）
臨
時

休
院

８
月
１
４
日
（
火
）
臨
時

休
院

８
月
１
５
日
（
水
）
臨
時

休
院

８
月
１
６
日
（
木
）
代
替
で
開
院

「
家
が
い
い
ね
」
第
３
８
号

い
せ
在
宅
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク

広
報
月
刊
紙

2007.7.14

自宅での人生を

最期まで支援します

〒516-0805
三重県伊勢市御薗町高向927
電話     0596-20-8104
ファクス  0596-20-8105

mail homecare@kr.tcp-ip.or.jp
http://www.tcp-ip.or.jp/~takuro

実在したホジュンＴＶのホジュン


